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　全４回の講座の後、養護学校主催で「支援籍を支えるボランティア養成スキルアップ講
座」を全３回で開催していただきました。

　

　・講義の話だけでは分からないことが体験できて「知る・聞く」ことは大切だと思い
　　ました。
　・世の中、すべての人が障がいのある子を理解して貰えると嬉しいなぁと思いました。
　・もっと長い時間かかわっていたかった。コミュニケーションをとる難しさをあらた
　　めて感じ、障がいのある子どもを支えるには時間がかかることなんだと思いました。

○社会福祉協議会では、平成17年度から県社協の委託で共学支援事業を実施しています。
　養護学校の子どもたちは、地元から離れた学校に通っている子が多いので、放課後や休
　日、近所に遊ぶ友達がいなくて寂しい思いをしているそうです。障がいのある子も障が
　いのない子も、みんな同じ地域の子どもです。子どもたちが、地域の中で自立して生活
　していくためには、地域の方々による支援が必要ですので、ご協力よろしくお願いしま
　す。

①障がいのある子どもと一緒に遊んでいただける方
②地元の小中学校で養護学校の子どもが授業を受ける時に、子どもの側で介助していただける方
③養護学校で先生の補助的な活動をしていただける方
④子どもが好きな方
　19年度の講座につきましては後日お知らせいたします。みなさまの参加をお待ちしています。
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　19年度の講座につきましては後日お知らせいたします。みなさまの参加をお待ちしています。

～下記のようなボランティアさんを募集します～

第１回　基礎講座Ⅰ「心のバリアフリーを育む教育の推進について」　　
第２回　教育支援体験講座（２日間）
第３回　基礎講座Ⅱ「支援籍ボランティアの活動を通じて」
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